
本市の人権擁護委員お二人が、法務大臣表彰をいただきました！

谷一小4年の駒田優大君、県学童水泳競技大会3・4年の部で優勝！
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のびのび興譲館自然塾で、三つ峠登山に挑戦しました！
8早速、泊まる山小屋の中で

楽しむ自然塾メンバー。自然
を通じて、きっと多くの友達

ができることと思います。楽

しんでください！
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都留市民憲章
わたくしたち都留市民は
○健康で明るいまちにいたします。
○自然を愛し、美しいまちをつくります。
○文化都市にふさわしい豊かなまちを築きます。

○たのしく働き、活気ある産業のまちに育てます。
○たがいに信じ、協力し、平和なまちをつくります。
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11月の納税

国民健康保険税（第5期）

介護保険料（第5期）

後期高齢者医療保険料

（第5期）

納税は口座振替で！

都留市の人口

H22．10．1現在

男15，653　人（－13）

女16，376人（＋　3）

計　32，029人（－10）

世帯数11，921世帯（＋　4）

31　H22．11．1

本
市
の
人
権
擁
護
委
員
を
委
嘱
さ
れ
て

い
る
、
四
日
市
場
地
区
の
小
林
一
夫
さ
ん

と
谷
村
地
区
の
石
井
篤
子
さ
ん
が
、
法
務

大
臣
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
市
民
の
中
か
ら
人

権
擁
護
に
積
極
的
で
人
格
識
見
に
優
れ
た

方
を
市
長
が
推
薦
し
、
法
務
大
臣
が
委
嘱

し
て
い
ま
す
。
今
回
の
表
彰
は
、
お
二
人

が
永
年
に
わ
た
っ
て
人
権
の
擁
護
と
、
人

権
思
想
の
普
及
活
動
を
さ
れ
た
顕
著
な
功

績
に
対
し
て
贈
ら
れ
た
も
の
で
す
。
今
回
、

県
内
で
は
3
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
市
で
毎
月
行
っ
て
い
る
人
権
相

談
で
も
多
大
な
ど
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
今
後
と
も
市
民
の
人
権
を
守
る
た

め
の
活
動
を
ぜ
ひ
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ます。

9
月
1
2
日
に
中
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園
で
行

わ
れ
た
、
「
第
4
2
回
山
梨
県
学
童
水
泳
競
技

大
会
」
の
B
グ
ル
ー
プ
（
3
・
4
年
生
の
部
）

に
お
い
て
優
勝
し
、
グ
ル
ー
プ
内
の
最
優

秀
選
手
賞
で
あ
る
、
山
梨
県
議
会
議
長
賞

を
獲
得
し
ま
し
た
。

当
日
は
非
常
に
暑
い
日
で
、
ち
ょ
う
ど

よ
い
水
泳
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

駒
田
君
は
、
男
子
5
0
メ
ー
ト
ル
・
自
由

形
に
エ
ン
ト
リ
ー
し
、
第
6
組
で
出
場
し
、

第
6
コ
ー
ス
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
。

当
日
、
小
学
校
3
・
4
年
生
が
出
場
す
る
B

グ
ル
ー
プ
に
は
、
5
0
名
が
出
場
し
て
い
ま

し
た
が
、
駒
田
君
が
3
2
秒
6
4
の
ト
ッ
プ
で

ゴ
ー
ル
し
、
見
事
優
勝
の
栄
冠
を
手
に
し

ま
し
た
。
今
後
も
記
録
の
更
新
に
期
待
が

か
か
り
ま
す
。

の
び
の
び
異
議
館

自
然
塾
メ
ン
バ
ー

が
、
三
つ
峠
登
山
を

行
い
ま
し
た
。

西
桂
か
ら
の
登
山

口
を
利
用
し
、
色
づ

き
始
め
た
登
山
道
を

元
気
よ
く
登
り
ま
し

た
。
当
日
太
陽
は
出

て
い
た
の
で
す
が
、

雲
が
多
く
、
残
念
な

が
ら
富
士
山
は
見
え

ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
日
は
三
つ
峠

山
頂
の
山
小
屋
に
一

泊
し
、
自
然
を
満
喫

し
ま
し
た
。


